
◇水産資源は、適切な管理を行えば永続的に再生産が可能。漁期の制限や操業区域の
設定などの徹底した資源管理、量より質（収益）を重視した資源の合理的利用を図

第３節 我が国の豊かな海の再生に向けて
（１）広がる漁業者によるリーダーシップ ～自らの手で海を守る！～

設定 徹 資源管 、 質 視 資源
ることが重要。

◇資源を育む藻場や干潟の保全、健全な生態系の維持に向けた努力、漁業を担う人づ
くりに向けた努力も重要。

◇分かりやすい形で情報提供を行い、国民の理解を得ることも必要。

＜事例：次の世代へホッカイシマエビを［北海道 野付郡]＞

ホッカイシマエビの生息場所であるアマモ（海草）を船
のスクリューで傷つけない打瀬網漁が発達。

漁の解禁前に漁業者自ら資源調査を実施、その年の漁獲
量を決定 所得の均衡化を図ることも制度として定着量を決定。所得の均衡化を図ることも制度として定着。

生産性と経営を維持していくために、海から得られる恵
みを均衡化する仕組みが発達。

野付湾で操業する打瀬船

＜事例：干潟の保全［愛知県 蒲郡市]＞

広大な干潟を有し、アサリ漁業が基幹漁業。

漁業者は干潟の底泥を耕耘し、底泥に酸素を供給。干潟の
表面を覆ってしまうアオサを回収。

干潟の生物多様性の確保と水質浄化機能が向上。

＜事例：担い手の確保に向けて［山口県］＞

干潟耕耘の様子

＜事例：担い手の確保に向けて［山口県］＞

他産業からの参入希望者のほか、漁師の子弟に対しても支援。

地域住民が一体となって指導・助言。

新規就業者の独立時には初期投資の負担軽減を図り、就業まで
徹底的にサポート。

子弟への教育
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◇生態系や資源の持続性に配慮した水産物であることを示すエコラベル制度が誕生。
◇最小限の人の手を加えることで高い生産力を維持して豊かな海を再生するとともに、

（２）それぞれの人ができることは何か～期待される国民の意識改革と行動～

◇最 限 高 産 維 海 す 、
伝統文化を育むために、「里海」という考え方が提唱。

◇環境問題に対する市民の意識の高まりを背景に、市民参加型の藻場・干潟保全活動
に対する関心も高まる。

◇資源や環境に配慮した暮らし方が重要。国民一人一人の意識改革と行動が重要。

＜事例：日本独自のエコラベル制度「マリンエコラベル」スタート＞

欧米では民間の認証機関によるエコラベル制度が徐々に導入。
日本でも流通・加工管理の認証を得た企業がエコラベルを貼付し
て販売。

19年12月 我が国の漁業生産や資源管理の特徴を反映した我が国19年12月、我が国の漁業生産や資源管理の特徴を反映した我が国
独自のエコラベル制度が設立。20年末にはラベルが添付された商
品が販売予定。

マリン・エコラベル・ジャパンのロゴマーク

＜事例：干潟で学ぶ「里海」再生 ＮＰＯ法人盤州里海の会［千葉県 木更津市］＞

東京湾盤洲干潟において、干潟の大切さを伝えようと、
漁業者が発起人となりNPO法人を発足。

漁業者だけではなく多くの市民が集う海を目指す。

積極的な情報発信と体験学習を実施。地域住民が一体と
なった交流活動を主導。

アサクサノリ海苔すき体験

＜事例：金沢八景－東京湾アマモ場再生会議［神奈川県 横浜市］

アマモ再生を通して、金沢八景の豊かな自然を取り戻し、
次世代に貴重な海の自然と文化の継承を目指す。

漁業者、水産研究機関・大学、企業、周辺の小・中・高校
や市民 ＮＰＯなど様々なセクターが参加や市民、ＮＰＯなど様々なセクタ が参加。

16年には生長したアマモにアオリイカの産卵が確認。

アマモに産み付けられたアオリイカの卵
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◇今後、豊かな海を再生していくためには、藻場の再生や干潟の耕耘といった、良好
な環境を再生・創出することにより海の生産力を高め、持続的な水産資源の利活用

（３）連携と協働で加速させる海の再生

環 創 す 海 産 高 、 続 産資源
を図ることが必要。地球温暖化が問題となる中、藻場が炭素固定に果たす可能性も
期待。

◇資源管理の取組の強化等、水産基本計画に即した水産施策の改革の着実な実施が必
要。資源の動向や管理の状況、旬や栄養特性など消費者に向けた積極的な情報提供
を行い、豊かな海の環境と資源を守るという意識の共有化を図ることも必要。また、
役割と能力に応じて、誰もが参加できる取組を拡大していくことも必要。

◇森・川・海のつながりを重視する視点に立ち、漁業者、流通業者、消費者が相互の
取組の連携を強め、協働することで相乗効果が期待。

次の世代へ豊かな海を引き継ぐために
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